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白
露 

九
月
七
日 

 
 

 

秋
の
気
配
が
深
ま
り
、
露
の
量
も
多 

く
な
る
。 

秋
分 

九
月
二
十
三
日 

春
分
か
ら
半
年
目
、
昼
と
夜
の
時
間

が
同
じ
。 

  

二十四節季 

オ
キ
ド
キ
ニ
ュ
ー
ス 
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丼
丼
め
ぐ
り

「タ
イ
ピ
ー
エ
ン
丼
」 

太
平
燕
（
タ
イ
ピ
ー
エ
ン
）
」は
肉
、
魚
介
類
、
野
菜
な

ど
を
春
雨
と
あ
わ
せ
た
ス
ー
プ
で
熊
本
県
中
部
地
方

の
郷
土
料
理
で
す
。 

今
回
は
、
太
平
燕
（
タ
イ
ピ
ー
エ
ン
）
を
御
飯
に
載
せ

て
丼
で
提
供
し
ま
す
。
是
非
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い 

       

9 月 3 日(火) 

昼食にご提供！ 

写真はあくまでイメージです。ご提供する 

ものとは異なりますのでご了承下さい 

結
核
検
診
の
お
知
ら
せ 

 

当
施
設
で
は
、
入
所
中
の
ご
利
用
者
様
を
対
象

に
、
東
京
都
結
核
予
防
会
に
よ
る
「
集
団
結
核
検
診
」

を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。 

当
日
は
、
一
階
の
デ
イ
ル
ー
ム
を
使
用
し
て
衣
服

の
着
脱
を
行
い
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
車
へ
の
誘
導
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
駐
車
場
の
検
診
車
と
の
往
復
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
て
移
動
い
た
し
ま
す
の
で
、
老
健
入
口
付

近
が
混
雑
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
下

さ
い
。 

  

日 

時 
 

 

九
月
二
十
八
日
（ 

土
曜
日
） 

 
 

 
 

 
 

 

九
時
三
十
分
～
十
二
時
ま
で 

 
 

 

場 

所 
 

 
 

オ
キ
ド
キ
駐
車
場 

 

残
暑
で
も
意
外
と
多
い
！ 

 

９
月
の
熱
中
症 

 
 

 

９
月
と
聞
く
と
「夏
が
終
わ
り
、
秋
が
来
た
」と
思
っ
て

し
ま
い
、
暑
さ
対
策
を
怠
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
秋
や

冬
で
も
熱
中
症
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
の
で
、

常
に
対
策
を
怠
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
９

月
に
注
意
し
た
い
「か
く
れ
脱
水
」
を
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。 

 

「
か
く
れ
脱
水
」
と
は
、
脱
水
症
に
な
り
か
け
て
い

る
の
に
、
目
立
つ
症
状
が
な
く
、
本
人
も
周
囲
の

人
も
気
が
つ
か
ず
、
対
策
を
し
な
い
ま
ま
重
篤
な

症
状
に
進
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者

は
、
体
内
に
貯
め
て
お
け
る
水
分
量
が
少
な
く
脱

水
症
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
「
か
く
れ
脱
水
」
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

「
か
く
れ
脱
水
」
は
、
本
人
も
周
り
の
人
た
ち
も
気

づ
き
に
く
い
た
め
、
「
か
く
れ
脱
水
」
を
見
逃
さ
ず

効
果
的
に
対
策
が
で
き
る
よ
う
に
変
化
を
知
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
体
や
行
動
に
こ
の
よ
う
な
変
化
が

あ
ら
わ
れ
た
ら
、
「
か
く
れ
脱
水
」
、
つ
ま
り
軽
度

の
脱
水
症
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

【
身
体
的
な
変
化
】 

・
汗
を
か
く
量
が
減
っ
た
、
皮
膚
や
脇
の
下
が 

 

乾
燥
し
て
い
る
、
手
の
甲
の
皮
膚
を
つ
ま
ん
で 

 

も
す
ぐ
に
元
に
戻
ら
な
い 

・
爪
を
指
で
押
し
た
後
、
白
か
ら
元
の
色
に
戻 

 

る
の
に
３
秒
以
上
か
か
る 

   

・
唇
や
口
の
中
が
乾
燥
し
て
い
る
、
舌
の
表
面
に 

 

光
沢
が
な
く
赤
味
が
強
い 

・
手
足
の
指
先
が
冷
た
く
血
色
が
悪
い 

・
尿
の
回
数
と
量
が
減
り
、
色
が
濃
く
な
っ
た 

・
頭
痛
や
筋
肉
痛
が
あ
る 

・
便
秘
気
味
に
な
っ
た 

・
微
熱
が
あ
る 

 

【
行
動
の
変
化
】 

・
ボ
ー
ッ
と
し
た
り
、 

ウ
ト
ウ
ト
す
る
こ
と
が
増
え
た 

・
食
欲
が
落
ち
て
き
た
熱
中
症
へ
と
近
づ
く
悪
循 

 

環
に
お
ち
い
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

最
近
、
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
、
夏
バ
テ
で
食
欲
が

な
い
、
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
実
は
、
「
か
く
れ

脱
水
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
状
態
を
放
置
し
て

い
る
と
、
脱
水
が
進
ん
で
熱
中
症
へ
と
近
づ
く
悪
循

環
に
お
ち
い
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。 

「
か
く
れ
脱
水
」
と
い
う
微
妙
な
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
周
囲
の
気
配
り
と
見
守

り
で
、
高
齢
者
を
熱
中
症
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う 

  

か
く
れ
脱
水
は
熱
中
症
の
入
り
口
。
万
一
、
こ
れ

ら
の
症
状
に
気
づ
い
た
ら
、
脱
水
が
進
ま
な
い
よ

う
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。 

  

・
こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
暑
い
環
境
を
避
け
る
。 

 

・
室
温
二
十
八
度
、
湿
度
七
十
％
を
超
え
な
い 

        

 
 

 

《 

総
務
課
よ
り 

》 

利
用
料
の
お
支
払
い
は
毎
月
二
十
日
ま
で
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

尚
、
窓
口
で
の
お
支
払
い
は
「
年
中
無
休
」
・
「
午

前
九
時
～
午
後
四
時
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

正
一
位
岩
走
神
社
例
大
祭 

あ
き
る
野
市
は
歴
史
あ
る
神
社
が
多
く
、
九
月
に

は
各
地
区
で
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
元
あ
き
る

野
市
伊
奈
で
例
年
行
わ
れ
て
い
る
「
正
一
位
岩
走
神
社

例
大
祭
」を
紹
介
し
ま
す
。 

「
正
一
位
岩
走
神
社
」
は
、
平
安
の
末
期
に
、
信
濃
国
伊

那
郡
の
住
民
十
二
名
が
当
地
に
来
て
一
村
を
開
き
、

信
濃
国
総
鎮
守
の
戸
隠
神
社
の
手
力
男
命
（ 

た
ぢ
か

ら
お
の
み
こ
と
）
を
勧
請
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
数
年
を

経
て
稚
日
女
尊
（ 

わ
か
ひ
る
め
の
み
こ
と
）
と
棚
機
姫

命
（ 

た
な
ば
た
ひ
め
の
み
こ
と
）
を
祀
る
。
光
格
天
皇

の
御
代
（一
七
九
四
年
）
に
、
「
正
一
位
」と
い
う
神
階
の

最
高
位
を
許
さ
れ
、
正
一
位
岩
走
神
社
と
改
称
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

正
一
位
岩
走
神
社
例
大
祭
は
例
年
、
九
月
中
旬
の
土

曜
・
日
曜
に
行
わ
れ
、
三
五
〇
年
余
り
の
歴
史
あ
る
お

祭
り
で
す
。 

正
一
位
岩
走
神
社
例
大
祭
で
は
、
昼
に
渡
御
（ 

と
ぎ

ょ
）
し
た
神
輿
の
一
団
と
し
て
、
先
頭
に
先
祓
い
鉾
四

本
、
十
二
基
の
町
内
神
輿
の
後
に
木
遣
り
音
頭
に
囃

さ
れ
た
獅
子
頭
が
二
つ
続
き
、
太
鼓
車
・
神
社
神
輿
・

山
車
二
台
・
囃
子
車
四
台
が
続
い
て
町
内
を
一
団
と
な

っ
て
巡
行
し
ま
す
。
夕
方
、
暗
闇
の
中
に
宮
入
が
な
さ

れ
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
と
な
り
ま
す
。 

衣
替
え
の
季
節
で
す
！ 

九
月
に
入
り
、
朝
夕
の
冷
え
込
み
も 

増
し
て
来
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
衣
替
え 

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
、
全
て
の
衣
類
に
名
前

を
記
入
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

ま
た
、
当
施
設
は
、
限
ら
れ
た
居
住
空
間
の
中
で
、
ご

利
用
者
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
床
頭
台

以
外
の
場
所
に
衣
装
ケ
ー
ス
・
荷
物
等
を
置
か
れ
ま
す

と
、
ご
利
用
者
様
の
移
動
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。 

「
衣
類
」
「
ク
ラ
ブ
の
作
品
」
な
ど
、
頻
繁
に
お
使
い
に

な
ら
な
い
品
物
な
ど
は
、
こ
の
機
会
に
お
持
ち
帰
り
を

お
願
い
致
し
ま
す
。  

介
護
保
険
証
更
新
手
続
き
は
お
早
め
に 

ご
利
用
者
の
お
住
ま
い
の
区
市
町
村
か
ら
、
有
効
期

限
二
ヶ
月
前
に
介
護
保
険
証
の
更
新
手
続
き
の
書
類

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
同
封
さ
れ
て
い
る
「介
護
保
険
（変

更
・更
新
）認
定
申
請
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

速
や
か
に
区
市
町
村
に
ご
提
出
下
さ
い
。
更
新
手
続
き

が
遅
れ
て
、
認
定
有
効
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す

と
、
要
介
護
度
が
決
ま
ら
な
い
た
め
に
、
「保
険
請

求
」・「利
用
料
請
求
」・「今
後
ど
の
よ
う
に
生
活
さ
れ

た
い
の
か
」な
ど
の
支
援
が
出
来
か
ね
ま
す
。
尚
、
介
護

認
定
の
結
果
「要
支
援
」と
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
介

護
保
険
上
、
入
所
の
継
続
が
出
来
ず
退
所
と
な
り
ま

す
の
で
、
「介
護
保
険
更
新
手
続
」は
、
必
ず
期
限
内
に

お
願
い
し
ま
す
。 

た
ち
に
七
夕
の
由
来
を
伝
え
て
い
る
同
園
。
今
年
も

み
ん
な
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に｢

た
な
ば
た
さ
ま｣

を
合
唱
し
た
後
は
、
保
育
士
手
作
り
の
影
絵
劇

で
、
楽
し
み
な
が
ら
七
夕
を
お
勉
強
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
園
児
た
ち
１
人
１
人
の
願
い
ご
と
が

書
か
れ
た
短
冊
を
笹
飾
り
に
結
び
付
け､

園
庭

に
空
高
々
と
飾
り
つ
け
ま
し
た
。 

 


